
2003年度 第 1回情報化委員会議事録 
 

1.実施日時･場所 

2003年 6月 5日(木)  13:00～14:45 （15：00 より相互協力委員会との合同委員会を実施） 

  南山大学 名古屋キャンパス図書館 ３階グループ閲覧室② 

 

2.出席者 

議長 愛知大学(三浦 文博) 

記録 豊橋創造大学(川上 雅子) 

 

愛知大学(三浦 文博)、愛知大学（水野 玲子）、愛知学院大学（広瀬 久美子）、愛知工業大学（有田 哲治）、 

朝日大学（山本 祐子）、中京大学(春日井 正人)、中部大学(古田 明彦)、豊橋創造大学（川上 雅子）、 

名古屋経済大学（柿原 明子）、南山大学 (石井 知好) 

 

3.議題 

3.1 委員役割分担について 

3.2 2003年度委員会開催日程について 

3.3 2003年度予算および活動計画について 

 

4.議事内容 

   議事に先立ち、委員の自己紹介を行った｡ 

 

4.1 委員役割分担について 

書記 : 水野委員、川上委員 (委員会各回の議事録作成) 

会計 : 春日井委員 (出納管理、領収書管理、予算・決算報告作成) 

協議会ホームページ担当 : 山本委員、春日井委員、石井委員 (協議会ホームページメンテナンス) 

ＳＮ化情報交換会担当 : 有田委員、広瀬委員 (テーマ案検討、講演者、プレゼン業者選定、会場校等との 

                調整) 

情報化アンケート担当 : 古田委員、柿原委員 (アンケート項目検討、アンケート発送、回収、集計、分析、 

報告) 

見学会担当 : 今年度は担当者なし、全員で候補地選定  (見学打診・申込み、ツアースケジュール作成) 

 

＊ 三浦委員長は調整役として全ての担当にかかわる 

        

石井委員より委員会メーリングリストは現在利用申請中であることが報告された。三浦委員長より委員間の連

絡にはメーリングリストを使用し、できるだけ全員に周知することが確認された。 

 

4.2 2003年度委員会開催日程について  

今年度より情報交換会を共同開催するなど相互協力委員会との連携を強化する計画であることが説明され、

年 6回すべて相互協力委員会との合同委員会を開催することとなった。場合によっては臨時委員会も開催す

る。 

 

合同委員会で調整した結果、下記の日程となった。 

 日時 場所 備考 

第 1回 2003年 6月 5日（木） 南山大学（名古屋）  

第 2回 2003年 7月 25日（金） 愛知学泉大学（豊田） アンケート準備 

第 3回 2003年 10月 3日（金） 愛知大学（名古屋） アンケート発送 

第 4回 2003年 11月 20日（木） 椙山女学園大学（星ヶ丘） 交換会準備 

第 5回 2003年 12月 17日（水） 名城大学 SN情報交換会 

第 6回 2004年 2月 27日（金） 豊橋創造大学  

         

4.3 2003年度予算および活動計画ついて 

4.3.1 2003年度予算について（報告） 

平成 14 年度決算および平成 15 年度予算について 5 月 30 日の総会で承認された旨報告された。

今年度の予算は以下の通り。 



収入 ： 東海地区協議会からの交付金 120,000円 

           支出 ： 会議費 90,000円 

                    通信費 20,000円 

       事務費 10,000円 

 

4.3.2 東海地区協議会ホームページ管理について 

更新用 ID等は後日担当者に連絡される。今年度より「館灯」については、国立情報学研究所の紀要

ポータルに登録するため、協議会ホームページからは紀要ポータルにリンクを貼って提供することが

報告された。 

 

4.3.3 ホームページ掲載情報の収集について 

昨年度までは加盟館 3～4館ごとに担当者を決め、掲載情報の収集をしていたが、情報があまり見つ

からないため、今年度は担当を設けずに発見した際にホームページ担当者に連絡することとなった。 

 

4.3.4 リンクデータベースの維持について 

2002年度第 7回情報化委員会資料に基づいてカテゴリーごとにリンク修正担当者を決定した。 

（合同委員会において、今年度は研究会でデータの追加・メンテナンスを行う予定であるため、委員

会でメンテナンスを行わず研究会に委ねられないか確認することとなった。） 

 

4.3.5 システム・ネットワーク化情報交換会について 

相互協力委員会と合同で開催するにあたって、アンケートを一本化する、講演をなくすなどこれまで

と内容を変更するのかといった疑問点がだされた。また分科会を充実させるために時間を多くとる、

分科会を各委員会のテーマに沿ったものにする、交換会や分科会のテーマが決定したら内容に詳し

い人を招待して運営するといった提案がされた。 

相互協力委員会と合同で開催することが了承された。 

 

4.3.6 情報化アンケートについて 

経年変化をたどるため継続的に実施していくことが確認された。集計の手間を省くため今年度もでき

るかぎりWEBで回答してもらうよう準備する。またアンケートについても相互協力委員会と合同で実施

することとなった。7月の第 2回委員会でアンケート項目を検討し、第 3回委員会でアンケートを発送

する予定。 

 

4.3.7 見学会について 

2004 年度の秋頃に実施の予定であるが、今年度は実施時期や見学先を各自検討していくこととなっ

た。見学会についても相互協力委員会と連携して計画することとなった。 

 

4.3.8 その他 

・委員長より相互協力委員会との連携について再度説明、確認があった。 

・委員長より 5月 30日の総会議事内容はすべて異議なく承認されたことが報告された。 

       

 <<15:00 より相互協力委員会との合同委員会>> 

 

以上 


